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医療分（一般） 
 
県全体の医療費（保険給付費見込額）を推計し、 

県全体の保険給付費見込額【約 484 億円】 

 

県へ入る公費などを控除し納付金算定基礎額を求める 

県へ入る公費など 

（国庫負担金、県繰入金、前期高齢者交付金等） 

【約 382 億 9千万円】 

納付金算定基礎額 

【約 101 億 1 千万円】 

 

 
 

◆浜田市の事業費納付金額（医療分・一般） 
 
  

事業費納付金(d)（医療分・一般）  
 
出産育児一時金 

葬祭費 

保健事業 等 

【1】 

 
一般被保険者の保険給付費 

（療養給付費・療養費・高額療養費・ 

高額介護合算療養費・移送費・審査支払手数料） 

＜応能部分＞ 

0.8647704549137 (※) 

（46％） 

＜応益部分＞ 

1 

（54％） 

浜田市に直接入る公費【2】 

（浜田市の特別事情や実績に 

応じて交付される公費） 
保険料で集める額 

保険給付費等交付金 
（普通交付金の一般被保険者分） 

※全国を 1とした場合の島根県の所得水準＝ 0.8647704549137（数値は本係数のもの） 
   
◆事業費納付金額及び保険料で集める額 

医 療 分 

事業費納付金 

(d) 

納付金対象外経費 

【1】 

 浜田市に直接 

入る公費 

【2】 
保険料で集める額 

 見込 

収納率 

(s) 
調整後の必要保険料額 

797,993,218 円 121,487,000 円 ＝ 371,296,100 円 

(e)548,184,118 円＝       

軽減額【3】111,172,020円    

＋(f)437,012,098 円 → 97.13％ 449,924,944 円（一般） 

 所得水準に応じた按分 被保険者数・世帯数に応じた按分 

（歳
出
） 

（歳
入
） 

医療費 

水準を 

反映 

A 市納付金 

C 市納付金 

B 市納付金 

各市町村の医療費水準・所得水準等に 

基づき按分する 
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国保事業費納付金及び必要保険料額の積算フロー（医療分・一般） 
令和5年度 令和5年度 増減額

基礎F 当初予算計上額（仮係数） 保険料所要額積算（本係数） （積算額－当初予算額）

(d) 781,101,000 797,993,218 16,892,218 決定通知額のとおり

保健事業費 43 ＋ 13,384,000 13,384,000 0 

直診勘定操出金 44 ＋ 26,460,000 26,460,000 0 予算と同額を計上

出産育児諸費 45 ＋ 7,504,000 7,504,000 0 予算と同額を計上

葬祭諸費 46 ＋ 3,090,000 3,090,000 0 予算と同額を計上

育児諸費 47 ＋ 0 0 0 なし

その他保険給付 48 ＋ 1,019,000 1,019,000 0 

条例減免に要する費用(保険料分) 49 ＋ 0 0 0 減免分は当初予算計上していない

条例減免に要する費用(一部負担金分) 50 ＋ 0 0 0 なし

医療費適正化対策費用 51 ＋ 7,820,000 7,820,000 0 予算と同額を計上　（細事業「医療費適正化事業」）

特定健康診査等に要する費用 52 ＋ 52,671,000 52,671,000 0 予算と同額を計上　（目「特定健康診査等事業費」）

その他基金（返済分） 61 ＋ 0 0 0 なし

その他基金（積立分） 62 ＋ 0 0 0 なし

総務管理費（保険料転嫁分） ＋ 8,199,000 8,199,000 0 予算と同額を計上

共同事業拠出金（事務費拠出金） ＋ 2,000 2,000 0 予算と同額を計上

一時借入金利子 ＋ 1,000 1,000 0 予算と同額を計上

予備費（保険料転嫁分） ＋ 0 0 0 予備費の財源は国保基金のため0

その他の支出（保険料転嫁分） ＋ 1,337,000 1,337,000 0 レセプト点検事業＋レセプト電算処理手数料

加算額合計 【1】 121,487,000 121,487,000 0 

保険者支援制度（医療分） 24 － 66,447,000 57,523,100 ▲8,923,900 

算定可能な特別調整交付金 － 103,836,000 100,361,000 ▲3,475,000 現時点の見込み額を計上　（特別調整交付金分（市町村向け））

算定可能な県繰入金 － 43,503,000 43,503,000 0 予算と同額を計上　（県繰入金（2号分））

保険者努力支援制度 27 － 23,741,000 23,081,000 ▲660,000 予算と同額を計上　（保険者努力支援分）

特定健康診査等負担金 28 － 15,083,000 15,083,000 0 予算と同額を計上　（特定健康診査負担金）

激変緩和分（県繰入金の一部） － 0 0 0 なし

過年度の保険料収納見込額 29 － 8,488,000 8,488,000 0 当初予算計上時の試算額

出産育児一時金繰入金 30 － 5,000,000 5,000,000 0 予算と同額を計上（一時金給付見込額の2/3）

財政安定化支援事業（負担能力） 31 － 71,263,000 71,263,000 0 予算と同額を計上

財政安定化支援事業（過剰病床） 32 － 0 0 0 予算と同額を計上

財政安定化支援事業（年齢構成差） 33 － 22,120,000 22,120,000 0 予算と同額を計上

一般会計繰入金（地単カット分） － 23,291,000 23,291,000 0 予算と同額を計上（県分と市分の合計）

その他に見込む交付金等収入 － 1,583,000 1,583,000 0 予算額と同額を計上

減算額合計 【2】 384,355,000 371,296,100 ▲13,058,900 

軽減前保険料収納必要額（(d)＋【1】－【2】） (e) 518,233,000 548,184,118 29,951,118 

収納率 (s) 97.13% 97.13% 0.00ﾎﾟｲﾝﾄ 収納率は予算ベースとする

軽減前保険料調定見込額（(e)÷(s)） (e´) 533,545,763 564,381,878 30,836,114 

保険料軽減見込額（医療分） 34 【3】 129,105,000 111,172,020 ▲17,932,980 新年度所得で賦課したデータを使用する（低所得+子ども）

軽減後保険料収納必要額（(e)－【3】） (f) 389,128,000 437,012,098 47,884,098 

8,327人 8,351人 24人 

46,731円 52,331円 5,600円 

48,112円 53,877円 5,765円 

400,625,965円 449,924,944円 49,298,979円 

科　　　　目 備　　　　考

事業費納付金額（一般・医療分）

事
業
費
納
付
金
に
加
算
す
る
項
目

事
業
費
納
付
金
か
ら
減
算
す
る
項
目

一般被保険者見込数(n)        

１人あたり保険料（収納率勘案前）(f)/(n)    

１人あたり保険料（収納率勘案後）(f)/(n)/(s)

医療分必要保険料額（収納率勘案後(f)/(s)）  
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支援金分（一般） 
 
県全体の後期高齢者支援金を推計し、 

県全体の後期高齢者支援金見込額【約 80 億 4 千万円】 

 
県へ入る公費（国庫負担金等）を控除し納付金算定基礎額を求め、 

県へ入る公費など 

（国庫負担金、県繰入金等） 

【約 42 億 4千万円】 

納付金算定基礎額 

【約 38 億円】 

 

 
 

◆浜田市の事業費納付金額（支援金分・一般） 
 
  

事業費納付金(d)（支援金分・一般） 

＜応能部分＞ 

0.8747713609288 (※) 

（47％） 

＜応益部分＞ 

1 

（53％） 

浜田市に直接入る公費【2】 

（保険基盤安定負担金の 

保険者支援分） 
保険料で集める額 

※全国を 1とした場合の島根県の所得水準＝ 0.8747713609288（数値は本係数のもの） 
    
◆事業費納付金額及び保険料で集める額 

支援金分 

事業費納付金 

(d) 

 浜田市に直接 

入る公費 

【2】 
保険料で集める額 

 見込 

収納率 

(s) 
調整後の必要保険料額 

268,697,697 円 ＝ 24,321,182 円 

(e)244,376,515 円＝    

軽減額【3】41,345,160円    

＋(f)203,031,355 円 → 97.13％ 209,030,531 円（一般） 
 

 所得水準に応じた按分 被保険者数・世帯数に応じた按分 

（歳
出
） 

（歳
入
） 

C 市納付金 

B 市納付金 

各市町村の所得水準等に基づき按分する 
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国保事業費納付金及び必要保険料額の積算フロー（支援金分・一般） 

 

  

令和5年度 令和5年度 増減額

基礎F 当初予算計上額（仮係数） 保険料所要額積算（本係数） （積算額－当初予算額）

(d) 276,258,000 268,697,697 ▲7,560,303 決定通知額のとおり

条例減免に要する費用 ＋ 0 0 0 減免分は当初予算計上していない

その他の支出（保険料転嫁分） ＋ 0 0 0 

加算額合計 【1】 0 0 0 

保険者支援制度（支援金分） 25 － 24,685,000 21,506,182 ▲3,178,818 

過年度の保険料収納見込額 － 2,815,000 2,815,000 0 当初予算計上時の試算額

その他に見込む交付金等収入 － 0 0 0 なし

減算額合計 【2】 27,500,000 24,321,182 ▲3,178,818 

軽減前保険料収納必要額（(d)＋【1】－【2】） (e) 248,758,000 244,376,515 ▲4,381,485 

収納率 (s) 97.13% 97.13% 0.00ﾎﾟｲﾝﾄ 収納率は予算ベースとする

軽減前保険料調定見込額（(e)÷(s)） (e´) 256,108,308 251,597,359 ▲4,510,949 

保険料軽減見込額（支援金分） 35 【3】 47,630,000 41,345,160 ▲6,284,840 

軽減後保険料収納必要額（(e)－【3】） (f) 201,128,000 203,031,355 1,903,355 

8,327人 8,351人 24人 

24,154円 24,312円 158円 

24,867円 25,031円 164円 

207,070,936円 209,030,531円 1,959,595円 

備　　　　考

事業費納付金額（一般・支援金分）

支援金分必要保険料額（収納率勘案後(f)/(s)）  

科　　　　目

加
算
項
目

減
算
項
目

一般被保険者見込数(n)        

１人あたり保険料（収納率勘案前）(f)/(n)    

１人あたり保険料（収納率勘案後）(f)/(n)/(s)
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介護分 
 
県全体の介護納付金を推計し、 

県全体の介護納付金見込額【約 22 億 7 千万円】 

 

県へ入る公費（国庫負担金等）を控除し納付金算定基礎額を求め、 

県へ入る公費など 

（国庫負担金、県繰入金等） 

【約 11 億 6千万円】 

納付金算定基礎額 

【約 11 億 1千万円】 

 

 
 

◆浜田市の事業費納付金額（介護分） 
 
  

事業費納付金(d)（介護分） 

＜応能部分＞ 

0.8971869159900 (※) 

（47％） 

＜応益部分＞ 

1 

（53％） 

浜田市に直接入る公費【2】 

（保険基盤安定負担金の 

保険者支援分） 
保険料で集める額 

※全国を 1とした場合の島根県の所得水準＝ 0.8971869159900（数値は本係数のもの） 
    
◆事業費納付金額及び保険料で集める額 

介 護 分 

事業費納付金 

(d) 

 浜田市に直接 

入る公費 

【2】 
保険料で集める額 

 見込 

収納率 

(s) 
調整後の必要保険料額 

74,582,983 円 

＝ 

6,702,117 円 

(e)67,880,866 円＝    

軽減額【3】9,917,860円    

＋(f)57,963,006 円 → 97.13％ 59,675,699 円（一般） 

 所得水準に応じた按分 被保険者数・世帯数に応じた按分 

（歳
出
） 

（歳
入
） 

各市町村の所得水準等に基づき按分する 

A 市納付金 

C 市納付金 

B 市納付金 
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国保事業費納付金及び必要保険料額の積算フロー（介護分・一般） 

 

 

 

 

令和5年度 令和5年度 増減額

基礎F 当初予算計上額（仮係数） 保険料所要額積算（本係数） （積算額－当初予算額）

(d) 74,803,000 74,582,983 ▲220,017 一般＋退職分決定通知額のとおり

基盤安定繰入金（介護分退職） ＋ 0 0 0 

条例減免に要する費用 ＋ 0 0 減免分は当初予算計上していない

その他の支出（保険料転嫁分） ＋ 0 0 0 なし

加算額合計 【1】 0 0 0 

保険者支援制度（介護分） 26 － 6,142,000 5,214,117 ▲927,883 

過年度の保険料収納見込額 － 1,488,000 1,488,000 0 当初予算計上時の試算額

その他に見込む交付金等収入 － 0 0 0 なし

減算額合計 【2】 7,630,000 6,702,117 ▲927,883 

軽減前保険料収納必要額（(d)＋【1】－【2】） (e) 67,173,000 67,880,866 707,866 

収納率 (s) 97.13% 97.13% 0.00ﾎﾟｲﾝﾄ 収納率は予算ベースとする

軽減前保険料調定見込額（(e)÷(s)） (e´) 69,157,830 69,886,612 728,782 

保険料軽減見込額（介護分） 36 【3】 12,097,000 9,917,860 ▲2,179,140 

軽減後保険料収納必要額（(e)－【3】） (f) 55,076,000 57,963,006 2,887,006 

2,247人 2,200人 ▲47人 

24,511円 26,347円 1,836円 

25,235円 27,125円 1,890円 

56,703,387円 59,675,699円 2,972,311円 

１人あたり保険料（収納率勘案前）(f)/(n)    

１人あたり保険料（収納率勘案後）(f)/(n)/(s)

医療分必要保険料額（収納率勘案後(f)/(s)）  

科　　　　目 備　　　　考

事業費納付金額（介護分）

加
算
項
目

減
算
項
目

介護2号被保険者見込数 (n)        


